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サーバー管理ツール cPanel へのログイン 
 
 
ウェブサイトやメールなどを管理するための管理ツール cPanel についての説明です。 
 
お手元に、【アカウント設定完了のお知らせ】をご用意ください。 
 紛失をした場合は、サポートセンターへその旨をお申し出ください。ご契約上の住所・ご担当

者さま・FAX番号宛に、郵送または FAXにて再発行いたします(有償 2,200 円)。他の住所・
ご担当への郵送・FAXや、電話・メールでの回答は、成りすまし防止のため、行いません。 

 
① ブラウザにて、【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されている cPanel 管理画面用の『管

理画面URL』を入力します。 
 
② ログイン画面が表示されますので、【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されている cPanel

管理画面用の『ユーザー名』と『パスワード』を入力し、[ログイン]をクリックします。 

 
 
ここをクリックすると、言語を変えることができます。 

 
 
一定時間内に何回もユーザー名・パスワードを間違えると、ログインがブロックされます。 
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cPanel でできること 

 
 
ログインすると、メニュー画面が表示され、各機能がカテゴリ別に表示されます。 

 

 
日本語を選択していても、管理画面を提供しているメーカー側の翻訳が一部追いついていない部
分があります。ご了承ください。 
 
 
各機能の概要は以下の通りです。 
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◆ 電子メール/Email 

 
 

機能名 概要 

電子メールアカウント 電子メールアカウントを作成、変更、削除します。 

フォーワーダー 転送メールを設定します。 

電子メールルーティング 当該ドメイン宛のメールの配送を指定します。このサーバ
ーのメールサーバー機能を利用しない場合(例えば、外部メ
ールサービスを利用時)に設定を変更します。 

自動返信メール 自動応答メールを設定します。 

メーリングリスト メーリングリストを作成し、メンバー管理や投稿について
設定します。 

配送の追跡 送信したメールが相手に届いているかどうか確認すること
ができます。 

グローバル電子メールフィルター 全てのメールアカウントに対するフィルター(メール受信
の条件)を設定します。 

電子メールフィルター メールアカウントごとにフィルター(メール受信の条件)を
設定します。 

Email Deliverability メール送信が問題なくできるかどうか、SPF レコードや
DKIMを確認します。 

Spam Filters SpamAssassin によるスパム判定の条件と処理について設
定します。 

暗号化 GPG を用いた暗号メール用のキーファイル生成と取り込み
をします。 

Email Disk Usage メールボックスの使用容量を確認します。 
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◆ ファイル/Files 

 
機能名 概要 

ファイルマネージャー 
 

ファイルのアップロードや編集、削除、権限変更などの操作
ができます。 

イメージ 保存された画像ファイルを変更および管理をします。 

ディレクトリプライバシー 
 

特定のディレクトリを保護します（ベーシック認証を設定
します）。 

ディスク使用量 利用可能なディスク領域を確認できます。 

FTP アカウント  FTP アカウントを追加/削除することができます。 

FTP の接続  現在接続している FTPアカウントを監視します。 

バックアップ 実行時、サイト全体またはサイトの一部のコピーを ZIP 形
式でダウンロードし、自分のコンピューターに保存するこ
とができます。また、バックアップからの復元ができます。 

バックアップウィザード 実行時、サイト全体またはサイトの一部のコピーを ZIP 形
式でダウンロードし、自分のコンピューターに保存するこ
とができます。また、バックアップからの復元ができます。
これらの操作を対話形式でステップごとに実行できます。 
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◆ データベース/ Databases 

 
機能名 概要 

phpMyAdmin MySQL サーバーを操作するツールです。 

MySQL® データベース データベースを作成、変更、削除します。また、データベー
スユーザーの管理や権限管理をします。 

MySQL® データベースウィザード データベースの作成、ユーザー作成、権限設定をステップご
とに操作できます。 

リモートMySQL® 外部サーバーから、このサーバー内の MySQL データベー
スに接続できるようにします。この機能はご利用いただけ
ません。 

 
外部サーバーからこのサーバー内のデータベースへ接続を許可すると、ハッキング被害が発生す
る可能性があるため、サーバー上位に設置されているファイアウォールにて接続を拒否していま
す。そのため、「リモートMySQL」で設定しても、外部サーバーから接続はできません。 
 
 
◆ ドメイン/Domains 

 
機能名 概要 

ドメイン サーバーに割り当てるドメイン名の設定をします。 

エイリアス ドメインのエイリアスを設定します。 

リダイレクト 特定のドメイン名を、別ドメイン名に無条件転送(リダイレ
クト)させる設定をします。 

Zone Editor この機能はご利用いただけません。 
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◆ メトリックス/Metrics 

 
 

機能名 概要 

訪問者 サイト訪問者の IPアドレスを確認します。 

エラー サイトアクセスのエラーログを確認します。 

未加工のアクセス 未加工のアクセスログをダウンロードして確認できます。 

Awstats アクセスログ解析ツール Awstats を用いて、サイト訪問者
に関する統計を視覚的に示します。 

Analog 統計 アクセスログ解析ツール Analog を用いて、サイト訪問者
に関する簡単な概要を生成できます。 

Webalizer アクセスログ解析ツール Webalizer を用いて、サイト訪問
者に関するさまざまなチャートやグラフを表示します。 

Webalizer FTP FTP 接続でのアクセスログ解析を行います。 

メトリックエディター メトリック関連の機能のオン/オフ状況を表示します。 
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◆ セキュリティ/Security 

 
 

機能名 概要 

IP ブロッカー サイトへのアクセスをブロックする IPアドレスを指定でき
ます。 

SSL/TLS SSL 証明書、証明書署名要求（CSR）、および秘密キー
（PrivateKey）を生成することができます。 

ホットリンク保護 他のウェブサイトから、自身のウェブサイト上のファイル
に直接アクセスできないようにします。 

リーチングの保護 サイト訪問者がウェブサイトの機密ファイルに直接アクセ
スできないように設定できます。 

ModSecurity ModSecurity（Web アプリケーションファイアウォール）
を有効/無効にします。 

SSL/TLS Status SSL/TLS の状態を確認します。 

 
 
◆ ソフトウェア/Software 

 
機能名 概要 

PHP PEAR パッケージ PHP プログラムの PEAR パッケージをインストールしま
す。 

Perl モジュール Perl モジュールをインストールします。 

Web サイトの最適化 Apache ウェブサーバーの処理を調整することで、ウェブサ
イトのパフォーマンスを最適化します。 

MultiPHPマネージャー ドメイン名ごとに使用する PHP のバージョンを指定しま
す。 

MultiPHP INI Editor PHP の設定ファイルである php.ini の設定をします。 

 
  



10 

 
◆ 詳細/Advanced 

 
機能名 概要 

Cron ジョブ 指定された日時に、特定コマンドやスクリプトをサーバー
上で自動実行させる設定をします。 

インデックス ディレクトリ内のインデックス表示をオン/オフします。 

エラーページ ウェブサイトアクセス時にエラーが発生した場合、表示さ
せるエラーページを設定します。 

Apache ハンドラー Apache ウェブサーバー使用するファイルの種類と拡張子
を制御します。 

MIMEの種類 MIMEの種類を表示します。 

 
 
◆ 基本設定/Preferences 

 
機能名 概要 

パスワード＆セキュリティ アカウントのパスワードを変更します。 
※アカウントは、FTPや SSH接続時のアカウントを兼ねて
おり、ここでパスワードを変更すると FTP や SSH 接続時
のパスワードも同時に変更されます。 

言語の変更 cPanel 管理画面の表示言語を変更します。 

スタイルの変更 cPanel のインターフェイスのデザインを変更します。 

連絡先情報 サーバーからの通知メールや、パスワードリセット時の通
知メールの送信先を設定します。 

ユーザーマネージャー このアカウントに紐付くユーザーを管理します。 
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◆ アプリケーション/Applications 

 

機能名 概要 

WordPress Toolkit WordPress のインストールや設定ができます。 

 
 
 
以降では、よく利用される「ウェブサイトのアップロード」、「データベース」、「WordPress」、「メー
ルアカウント」、「転送メール」、「メーリングリスト」、「無償 SSL 証明書の発行と常時 SSL化」につ
いて、具体的な操作方法を説明しています。 
 
cPanel のより詳しい操作方法は、 
https://docs.cpanel.net/cpanel/ 

よりご確認ください。 
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ウェブサイトのアップロード 

 
 
ここでは、サーバーへウェブサイト(ホームページ)のデータをアップロードする操作方法を説明し
ています。 
 
ウェブサイトのファイルをサーバー上へアップロードするためには、FTP クライアントと呼ばれる
ソフトウェアを利用します。または、cPanel の「ファイルマネージャー」を利用します。 
 
ここでは、 
◆ FTP ソフトウェア「FFFTP」を利用したファイルのアップロード 
◆ FTP ソフトウェア「FileZilla」を利用したファイルのアップロード 
◆ cPanel 機能の「ファイルマネージャー」を利用したファイルのアップロード 
の場合について、説明をします。 
 
このサーバーでは、従来の FTP接続のほか、よりセキュアな SFTP接続に対応しています。 
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◆FFFTP を利用したファイルのアップロード 
 
FFFTP は、Windows 用の日本語 FTPクライアントソフトウェアです。無償で利用することがで
きます。事前にダウンロードと、ご自身のパソコンへのインストールをお済ませください。 
https://forest.watch.impress.co.jp/library/software/ffftp/ 

 
 
① FFFTP を起動します。 
② [接続]から[ホストの設定]をクリックします。 

 
 
③ 「ホストの一覧」画面が開きますので、[新規ホスト]をクリックします。 
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④ 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されている『FTPサーバーについて』の情報を入力し、
[OK]をクリックします。 

 
 

項目 入力する値 参考例 

ホストの設定名 この設定の名称です。覚えやすいものを入力しま
す。 

新サーバー 

ホスト名(アドレス) 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPサーバー」を入力します。 

deer.chiroro.net 

ユーザー名 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPアカウント」を入力します。 
※大文字小文字を区別します 

chiroro1 

パスワード 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPパスワード」を入力します。 
※大文字小文字を区別します 

Password123 

ホストの初期フォルダ public_html と入力します 
※すべて小文字です 
※ハイフンではなくアンダースコアです 

public_html 

 
⑤ 先ほど設定したものを選択し、[接続]ボタンをクリックします。 
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⑥ サーバーに接続されました。画面右側はサーバー内を表示しています。 
 

接続をした際に、「暗号化の状態の保存」ダイアログが表示された場合は、
「はい」をクリックしてください。 

 

 
 
⑦ 画面右側へ、アップロードしたいファイルをドラッグアンドドロップします。 
 

アップロード後、きちんとウェブサイトが表示さ
れるかどうか確認するためには、【アカウント設定
完了のお知らせ】に記載されている「割当初期ド

メイン名」にてアクセスしてください。 
※画面例は、「割当初期ドメイン名」が「chiroro-server.c-server.jp」の場合です 

 
 
FFFTP の詳しい操作方法などは、弊社ではサポートしておりません。 
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◆ FileZilla を利用したファイルのアップロード 
 
FileZilla は、Windows/Mac/Linux 用の FTP クライアントソフトウェアです。無償版がありま
す。事前にダウンロードと、ご自身のパソコンへのインストールをお済ませください。 
https://filezilla-project.org/ 

 
 
① FileZilla を起動します。 
② 画面上部に【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されている『FTPサーバーについて』の情
報を入力し、[クイック接続]をクリックします。 

 
 

項目 入力する値 参考例 

ホスト名(アドレス) 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPサーバー」を入力します。 

deer.chiroro.net 

ユーザー名 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPアカウント」を入力します。 
※大文字小文字を区別します 

chiroro1 

パスワード 【アカウント設定完了のお知らせ】に記載されて
いる「FTPパスワード」を入力します。 
※大文字小文字を区別します 

Password123 

ポート 22を入力します。 22 
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③ サーバーに接続されました。画面右側はサーバー内を表示しています。 
 

クイック接続をした際に、「不明なホスト 」ダイアログが表
示された場合は、「常にこのホストを信用し、この をキャッ
シュに追加」にチェックを入れ、[OK]をクリックしてくださ
い。 

 
④ public_html フォルダをダブルクリックします。 

 
 
⑤ 画面右側へ、アップロードしたいファイルをドラッグアンドドロップします。 
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アップロード後、きちんとウェブサイトが表示さ
れるかどうか確認するためには、【アカウント設定
完了のお知らせ】に記載されている「割当初期ド

メイン名」にてアクセスしてください。 
※画面例は、「割当初期ドメイン名」が「chiroro-server.c-server.jp」の場合です 

 
 
FileZilla の詳しい操作方法などは、弊社ではサポートしておりません。 
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◆cPanel の「ファイルマネージャー」を利用したファイルのアップロード 
 
① cPanel にログインします。 
② メニュー画面の「ファイル」＞「ファイルマネージャー」をクリックします。 

 
 
③ public_html をダブルクリックします。 

 

 
④ 「アップロード」をクリックし、自身のパソコンからファイルをアップロードします。 
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初期状態では、.(ドット)から始まるファイルは非表示となっています。WordPress など、.htaccess
などのファイルを操作、またはファイルマネージャー上で編集する際は、事前に、 

 
画面右上の「設定」をクリックし、 

基本設定ウィンドウ内の「非表示のファイルの表
示(dotfiles)」にチェックを入れ、「Save」をクリ
ックします。 
 
 

 
アップロード後、きちんとウェブサイトが表示さ
れるかどうか確認するためには、【アカウント設定
完了のお知らせ】に記載されている「割当初期ド

メイン名」にてアクセスしてください。 
※画面例は、「割当初期ドメイン名」が「chiroro-server.c-server.jp」の場合です 
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WordPress Toolkit でできること 

 
 
cPanel には、WordPress を容易にインストール・管理できる、WordPress Toolkit（無償版）が備
わっています。 
 
① cPanel にログインし、メニュー画面の「Applicatons」＞「WordPress Toolkit」をクリックし
ます。 

 
 
② WordPress Toolkit が表示されます。 

 

 
カギのマーク  が付いている機能は、有償オプション(税込み 990 円/月：ご利用開始月より必
要)です。ご利用になりたい場合は、サポートセンターまでお問い合わせください。 
 
本マニュアルでは、有償オプションをご利用いただいているお客さま向けに、全機能の説明をして
います。カギマークがある項目は、無償版ではご利用いただけません、ご了承ください。 
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WordPress がインストールされている場合、サイトが表示されます。 

 
 
各機能の概要は以下の通りです。 
 
 
◆ WordPress Toolkit 全体機能 

 

 

機能名 概要 

インストール WordPress を指定ディレクトリにインストールします。 

スキャン 手動でインストールした WordPress を探索し、Toolkit 上
で表示・管理できるようにします。 

アップデート 複数のWordPress サイトの一括アップデートをします。 

セキュリティ 設置されているWordPress のセキュリティ状況を確認し、
解決します。 

デタッチ 指定した複数のWordPress サイトをToolkit 管理から外し
ます。 

削除 指定した複数のWordPress サイトを削除します。 
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◆ 各WordPress サイトの上部メニュー 

 

 

機能名 概要 

選択ボックス 複数のWordPress サイトを選択できます。 

開く WordPress サイトを開きます。 

ラベルを追加 5 種類のラベル付けをすることができま
す。 
 

○件の問題（ある場合） 何らかの問題がある場合に表示されます。 

 ログを表示します。 

 ファイルマネージャーを開きます。 

 状況を更新します。 

 

この WordPress サイトについてのメニューが表示されま
す。 
・アップデートのチェック 
 …WordPress 本体、プラグイン、テーマのアップデート
有無をチェックします。 
・セキュリティチェック 
 …設置されているWordPressのセキュリティ状況を確認
し、解決します。 
・サイトURLを更新 
 …他サーバーから移設したWordPress の場合、サイト内
に保有しているサイトURL情報を更新します。 
・デタッチ 
 …このWordPress サイトを Toolkit 管理から外します。 
・削除 
 …このWordPress サイトを削除します。 
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◆ 各WordPress サイトのメインメニュー左 

 

機能名 概要 

サムネイル WordPress サイトのサムネイル画像が表示されます。 

ログイン WordPress の管理画面にログインします。 

セットアップ 

 

・ログインURLのサフィックス 
 …プラグインを使用して、WordPress 管理画面のURLを
変更した場合、ここで指定すると、再び Toolkit からログイ
ンできるようになります。 
・パスワード変更 
 …WordPress 管理画面へのログインパスワードを変更し
ます。 
・管理者のメールアドレス 
 …WordPress 管理者のメールアドレスを変更します。 
・ウェブサイトの言語 
 …WordPress の言語設定を変更します。 
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◆ 各WordPress サイトのメインメニュー（ダッシュボード） 

 

機能名 概要 

サイト名 WordPress サイトの名称が表示されます。 

ダッシュボード WordPress Toolkit の概要が表示されます。 

ファイルマネージャー ファイルマネージャーが開きます。.htaccess ファイルや
wp-config.php ファイルなどを直接編集できます。また、
ファイルのパーミッション変更などもできます。 

データをコピー WordPress サイトのコンテンツを他の WordPress サイト
へコピーします。開発環境から本番環境への反映(デプロ
イ)に便利な機能です。 

複製 WordPress サイトの完全コピーを作成し、他のディレクト
リやサブドメイン配下に設置します。開発環境を構築する
際に便利な機能です。 

バックアップ/復元 WordPress サイトのバックアップを生成しサーバー内に保
管します。また、それを復元します。 

ログ ログを表示します。 

ステータス 現在の状況を表示します。警告マークが出ている箇所はク
リックすると、状況と解決案を表示します。 

ツール ・検索エンジンインデックス化 
 …ONにすると、検索エンジンがインデックス化すること
を許可します。 
・デバッグ中 
 …WordPress デバッグツールを管理し、有効化します。 
・パスワード保護 
 …ONにすると、ベーシック認証が設置されます。公開前
や開発環境などに便利な機能です。 
・wp-cron.php を継承 
 …WordPress で設定している Cron タスク(定期処理)を
引き継ぐ場合は有効化します。 
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◆ 各WordPress サイトのメインメニュー（プラグイン） 

 
機能名 概要 

インストール プラグインをインストールします。 

削除 選択したプラグインを削除します。 

状態 ONにすると有効化します。 

アップデート アップデート対象の場合、表示されます。 

 
 
◆ 各WordPress サイトのメインメニュー（テーマ） 

 
機能名 概要 

インストール プラグインをインストールします。 

削除 選択したプラグインを削除します。 

状態 ONにすると有効化します。 

アップデート アップデート対象の場合、表示されます。 
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◆ 各WordPress サイトのメインメニュー（データベース） 

 
機能名 概要 

データベース名 このWordPressサイトで使用しているデータベース名が表
示されます。phpMyAdmin で操作することもできます。 

テーブルプレフィックス このWordPressサイトで使用しているデータベース内のテ
ーブル名の接頭語です。 

データベースユーザ名 このWordPressサイトで使用しているデータベースに接続
するためのデータベースユーザー名です。 

データベースサーバ このWordPressサイトで使用しているデータベースが格納
されているデータベースサーバーです。 
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◆ 各WordPress サイトの下部メニュー 

 

機能名 概要 

アップデートのチェック この WordPress サイトの WordPress 本体、プラグイン、
テーマのアップデート有無をチェックします。 

設定を自動更新 このWordPress サイトの自動更新の設定をします。 

 
Smart Update ONにすると、Smart Update が有効になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メンテナンスモード ON にすると、WordPress サイトはメンテナンス中のペー
ジ表示になります。 

ボタンをクリックすると、メンテナンス名ページのカ
スタマイズができます。アップデート作業や開発環境から
本番環境への反映中などに便利な機能です。 

  

WordPress で構築されたウェブサイトのセキュリティを維持するには、WordPress 本体、
テーマ、プラグイン、コアを定期的に更新する必要があります。ただし、これらのアップデ
ートにより、ウェブサイトに障害が発生する可能性があります。 
Smart Update を使用すると、インストールを複製し、この複製を分析して、ウェブサイト
ページのスクリーンショットを撮ります。複製した方へにアップデートを適用し、再び分析
して、ウェブサイトページのスクリーンショットを再び撮ります。そして、問題点を検出し
ます（PHP の問題、HTTP 応答コードのエラー、ページタイトルの変更など）。アップデー
トに起因する問題だけでなく、アップデートの適用前から存在していない問題も検出できま
す。 
手動更新の場合、Smart Update が「変更前」と「変更後」のスクリーンショットを表示し、
アップデートの適用が安全かどうかを予測します。スクリーンショットを比較し、検出され
た問題に関する詳細なレポートを確認してダウンロードして、本番ウェブサイトを更新する
かどうかを決定できます。 
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WordPress のインストール 

 
 
WordPress Toolkit を利用すると、2クリックでWordPress をインストールすることができます。
データベースを事前に用意する必要もありません。 
 
① [インストール]をクリックします。 
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② 「全般」と「WordPress 管理者」の箇所に必要事項を入力します。 
※データベースは自動で生成されます。データベースに関する情報を参照したい場合は、デー
タベースの欄を参照してください。 
※「自動更新の設定」では、WordPress やプラグイン、テーマの自動アップデートについて指
定することができます。 
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③ [インストール]ボタンをクリックするとWordPress のインストールが開始されます。 

 

 
④ インストールが完了すると、Toolkit 画面にサイトが表示されます。 

 
 
[ログイン]をクリックすると、WordPress の管理画面にログインします。 
 
WordPress Toolkit の操作説明は、前章「WordPress Toolkit でできること」をご覧ください。 
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MySQL/MariaDB データベースの設定 

 
 
◆データベースの操作 
 
以下のデータベース操作は、[phpMyAdmin]ではなく、[MySQL データベース]から事前に操作
してください。 
・データベースの作成、削除 
・MySQLユーザーの追加、変更、削除 
・ユーザーをデータベースに追加（ユーザーへのデータベースの操作権限の割り当て） 
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◆ 新しいデータベースの作成 
 
① [MySQL データベース]をクリックします。 

 
 
② 「新しいデータベースの作成」欄に、データベース名を入力し、[データベースの作成]をクリッ

クします。 
 
共有サーバーの仕様上、他のお客さまと同一名称のデータベース作成を避けるため、データベース
名の頭にはアカウント名が自動付与されます。 
例）アカウント名が chiroservernet の場合、chiroservernet_databasename 
 

 

 
 
◆作成済みデータベースの一覧 
 
① 「現在のデータベース」欄に、作成済みのデータベースが一覧表示されます。 
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◆MySQL ユーザーの作成 
 
① 「新しいユーザーの追加」欄に、ユーザー名とパスワードを入力し、[ユーザーの作成]をクリッ

クします。 
 
共有サーバーの仕様上、他のお客さまと同一名称のユーザー作成を避けるため、ユーザー名の頭に
はアカウント名が自動付与されます。 
例）アカウント名が chiroservernet の場合、chiroservernet_databaseuser 
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◆ユーザーをデータベースに追加（ユーザーへのデータベースの操作権限の割り当て） 
 
① 「ユーザーをデータベースに追加」欄の、「ユーザー」と「データベース」の対を選択し、[追
加]をクリックします。 

 
 
② ユーザー権限の割り当てを指定し、[変更]ボタンをクリックします。 

 
 
割り当てたユーザー権限を変更する際は、既に割り当てている「ユーザー」と「データベース」
の対を選択し、[追加]をクリックすると、変更画面が表示されます。 
 
 
◆作成済みユーザーの一覧 
 
「現在のユーザー」欄に、作成済みのデータベースが一覧表示されます。 
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メールアドレスの管理 

 
 
① [電子メールアカウント]をクリックします。 

 
 
② [作成]をクリックします。 
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③ 情報を入力します。 

 
ユーザー名  @の前を入力します。 

パスワード [Set password now.]を選択し、パスワードを入力します。 
Storage Space メールボックスの容量制限をするか、無制限を選択します。  

Automatically Create 
Folders for Plus Addressing 

通常は、[Do Not Automatically Create Folders]を選択します。 
※プラスアドレスとは、@の前に「＋」記号を付けて、自由なメ
ールアドレスを作ることができる機能です。そのアドレス宛に届
いたメールを専用のメールボックスに保存するかどうかの設定
となります。 
例）私のメールアドレスが chiroro@chiroro.com だった場合、
chiroro+plusaddress@chiroro.com がプラスアドレスです。下
線部の文字列（+と@の間）は自由に指定できます。 

 
④ 入力後、[作成]をクリックして、新しいメールアドレスを登録します。 
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転送メールアドレスの管理 

 
 
① [フォワーダー]をクリックします。 

 
 
②  [フォワーダーの追加]をクリックします。 
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③ 情報を入力します。 

 

 

転送先アドレス 転送対象のアドレスを入力します。 

電子メールアドレスに転送  転送先のアドレスを入力します。 

 
④ [フォワーダーの追加]をクリックします。 
 
 
もし、事前に電子メールアカウントを作成していて、かつ、転送設定を追加した場合は、サー
バーに残り、かつ、指定アドレスに転送されます。 
 
もし、事前に電子メールアカウントを作成せずに、転送設定を追加した場合は、サーバーには
残らず、指定アドレスに転送されます。 
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メーリングリストの作成 

 
 
① [メーリングリスト]をクリックします。 

 
 
② リスト名(投稿用メールアドレスの@より前の部分)と管理用パスワードを入力後、[追加]をク

リックして、新しいメーリングリストを作成します。 

 

 
メンバー管理は管理者が行い、メーリングリストや投稿内容、メンバーリストなどを外部に公開
しない場合は、プライベートを選択します。 
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メーリングリストの管理と詳細設定 

 
 
メーリングリスト作成後、投稿の設定や、メンバー管理を行います。 
 
① 「現在のリスト」欄より、作成したリストの[管理]をクリックします。 
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メーリングリストの設定 - 表示言語設定 

 
 
①  [Language options]をクリックします。 

 

 
② [Language options]の[Languages supported by this list]にて、[Japanese]にチェックを入
れます。 

 
 
③ ページ最下部の[Submit Your Changes]をクリックします。 
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④ [Default language for this list]のプルダウンから[Japanese]を選択します。 

 

 
⑤ ページ最下部の[Submit Your Changes]をクリックします。 

 
 
⑥ 日本語の表示になりました。 
 
一部、翻訳されない部分がございます。既製品ですので、あらかじめご了承ください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 一般設定 

 
 
メーリングリスト作成後の初期状態から、実運用のために設定を変更します。 
 
① [全体的オプション]をクリックします。 

 
 

 

メーリングリスト管理者のメールアドレスを登録します（必須です）。設定によっては、各種通知や
承認メールなどが届きます。 
 

 

メールの件名の先頭に挿入する文字列を指定します。 
例） 空欄 →  メーリングリスト投稿テスト 
 [ml-test] →  [ml-test] メーリングリスト投稿テスト 
 [ml-test %d] →  [ml-test 1] メーリングリスト投稿テスト 
 [ml-test %05d] → [ml-test 00001] メーリングリスト投稿テスト 
 ※メーリングリストは、通し番号で管理されており、その番号を表示させることができます。 

ただし、その通し番号を編集することはできません（指定した番号から開始、ができません）。 
 

 
メーリングリストへ投稿したメールの差出人や返信時の設定をします。 
 差出人をメーリングリストのメールアドレスにする→「はい」 
 差出人は元の送信者のままにする（何もしない）→「いいえ」 

 

 
投稿されたメールの差出人により、メールの返信先設定がなされていた場合、 
 差出人の設定を有効にする→「いいえ」 
 差出人の設定は無効にする→「はい」 
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投稿されたメールに対して「返信」をする場合の返信先を指定します。 
 差出人（投稿者）にする→「投稿者」 
 メーリングリスト宛にする→「このリスト」 
 別途指定する→「別のアドレス」を選択し、下の行にメールアドレスを入力 

 

 

パスワードの備忘通知を会員（メーリングリストのメンバー）に送信するかどうか指定します。通常
は「はい」を指定します。 
 

 
パスワードの備忘通知を送信するかどうか指定します。通常は「いいえ」を指定します。 
 

 
メーリングリストに会員を登録した場合／削除した場合に、会員宛にメールを送信するかどうか指
定します。 
 送信する→「はい」を指定し、必要に応じて文章を追加します。 
 送信しない→「いいえ」を指定し、文章を空欄にします（削除します）。 

 

 

管理者宛に、申請（入会、退会、投稿承認）をメール通知するかしないか指定します。 
 送信する→「はい」 
 送信しない→「いいえ」 

 

 
自身が投稿したメールをメーリングリスト経由で配送するかどうか指定します。 
 自身にも配送する→☑リスト会員に内容が重複するメールを送りません(可能なら) 
 自身には配送しない→□リスト会員に内容が重複するメールを送りません(可能なら) 
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メールマガジンのメールサイズ制限です。初期値は 40KB です。メールのサイズを無制限にする場
合は「0」を指定します。例えば、10MBに制限をする場合は「10240」を指定します。 
 

 

メーリングリストからのメールであることを、メールヘッダー部（通常は表示されません）に書き込
むか書き込まないか指定します。 
 メーリングリストであることを隠して運用する→「いいえ」 
 メーリングリストであることを公表して運用する→「はい」 

 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 配送設定 

 
 
メーリングリストを利用して送信されるメールについて、設定をします。 
 
① [普通配送オプション]をクリックします。 

 
 

 
配送するメールの行頭（ヘッダ）と行末（フッタ）に、定型文を挿入することができます。初期状態
では、 

-- 
%(real_name)s mailing list  →メーリングリスト名 
%(real_name)s@%(host_name)s  →メーリングリストアドレス 
%(web_page_url)slistinfo%(cgiext)s/%(_internal_name)s →管理画面URL 

が文末に自動挿入されるようになっています。不要な場合は削除してください。 
 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ プライバシー設定 

 
 
メーリングリストのプライバシーについて、設定をします。 
 
① [プライバシー・オプション...]をクリックします。既にこのセクションを開いている場合は、
[入会規則]をクリックします。 

 
 

 
コマンド等を用い、サーバーに対して、設定されているメーリングリストについて照会があった場合
に、メーリングリストについて公表するかどうか、指定します。 
 メーリングリストを公表しない→「いいえ」 
 メーリングリストを公表する→「はい」 

 

 

コマンド等を用い、サーバーに対して、設定されているメーリングリストの会員について照会があ
った場合に、登録されているメールアドレスを表示させるかどうか指定します。 
 誰でも会員名簿が参照できる→「誰でも」 
 メーリングリストに登録されている会員のみ参照できる→「リスト会員」 
 誰にも公開しない→「リスト管理者のみ」 

 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 送信者フィルタ 

 
 
メーリングリストの送信者について、設定をします。 
 
① [送信者フィルタ]をクリックします。 

 
 

 

このメーリングリスト管理ソフトウェア（mailman）は、三種類の会員があります。 
 (制限なし)会員：メーリングリストの投稿を受信できる、メーリングリストに投稿できる 
 制限付き会員：メーリングリストの投稿を受信できる、メーリングリストに投稿できない 
 非会員：メーリングリストの投稿を受信できない、メーリングリストに投稿できない 
 
●(制限なし)会員として、メンバーを登録すると、メンバーは自由に投稿ができるメーリングリス
トとなります。 
●制限付き会員として、メンバーを登録すると、受信専用会員となり、一方通行のメーリングリス
ト（メールマガジン等）として運用できます。この場合、(制限なし)会員のみが、メーリングリス
トに投稿できます。 
 
 新しく登録する会員を「制限付き会員」として登録する→「はい」 
 新しく登録する会員を「(制限なし)会員」として登録する→「いいえ」 
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制限付き会員からメーリングリスト宛に投稿があった場合の処理を指定します。 
 管理者に通知し、管理者が承認すれば配信される→「保留」 

※[全体的オプション]の通知設定をご確認ください。1日 1回またはすぐに、管理者宛にメ
ールが届きますので、記載されている管理画面にて、「承認」「拒否」「破棄」を選択してくだ
さい。 
または、メニュー[未処理の申請を処理]から手続きください。 

 自動的に、差出人に拒否メールを送信し配送しない→「拒否」 
※下の行の拒否文章を指定することができます。 

 自動的に、サーバー上で削除する→「破棄」 
 

 

非会員からメーリングリスト宛に投稿があった場合の処理を指定します。 
 無条件に配信する→「承認」 
 管理者に通知し、管理者が承認すれば配信される→「保留」 

※[全体的オプション]の通知設定をご確認ください。1日 1回またはすぐに、管理者宛にメ
ールが届きますので、記載されている管理画面にて、「承認」「拒否」「破棄」を選択してくだ
さい。 
または、メニュー[未処理の申請を処理]から手続きください。 

 自動的に、差出人に拒否メールを送信し配送しない→「拒否」 
 自動的に、サーバー上で削除する→「破棄」 

 
念のため、リスト司会者（モデレータ）へ転送する場合は、「はい」を指定します。 
※リスト司会者は、[全体的オプション]で登録することができます。 
 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 宛先フィルタ 

 
 
メーリングリストの宛先について、設定をします。 
 
① [宛先フィルタ]をクリックします。 

 
 

 

メーリングリストのアドレスが Toまたは Cc に入っていたときに配信されます。 
Bcc に入っていても配信を許可する場合は、「いいえ」を選択します。 
 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 配送エラー設定 

 
 
メーリングリストが配送できなかった場合について、設定をします。 
 
① [配送エラー処理]をクリックします。 

 
 

 

メールが送信できなかった時の、その会員のメールアドレスの処理を自動にするかしないか決めま
す。 
 自動処理をしない→「いいえ」 
 ルールに従って自動処理させる→「はい」 

※自動処理させる場合は、点数による評価で自動的に配信が停止します（会員名簿には停止
した旨が表示されます）。 

 

 
配信できなかったエラーメールの処理を指定することができます。 
 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 保存書庫設定 

 
 
メーリングリストの保存書庫（アーカイブ）について、設定をします。 
 
① [保存書庫オプション]をクリックします。 

 
 

 

保存書庫とは、過去に送信したメーリングリストの全ての内容が保存されます。途中から参加した
メンバーは、過去のメールを読むことができるメリットがあります。 
 保存書庫を作成しない→「いいえ」 
 保存書庫を作成する（アーカイブを残す）→「はい」 
 
 誰でも閲覧できるようにする→「公開」 

※保存書庫を作成しない、を選択した場合でも、その旨が公開されます。 
 会員のみに限定する→「限定」 

 
保存書庫は、ご契約のディスク容量に含まれます。 
一度作成した保存書庫を削除することはできません（途中で「いいえ」に変更しても、今までの
分が保存されたままとなります）。 
 
作成した保存書庫の削除をご希望の方は、削除したいメーリングリスト名（投稿用メールアドレ
ス）を添えて、その旨をサポートセンターまでご依頼ください。 
 
 
変更後は、画面最下部の「変更を送信する」ボタンを必ずクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 公開設定 

 
 
メーリングリストに関する公開ページについて、設定をします。 
 
① [公開HTMLページとテキストファイルを編集する]をクリックします。 
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このメーリングリスト管理ソフトウェア（mailman）は、自動的に、このメーリングリストに関
するページを生成します。各種設定で「公開しない」「作成しない」を選択しても、公開しない
／作成しない旨が記載されたページが生成されます。 
 
例えば、「リスト総合案内ページ」は以下の通りです。 

 
 
これらのページが表示されないよう（白紙のページとなるよう）、設定することができます。また、
「入会時に歓迎メールを送信する」と設定した場合の文面を編集することもできます。 
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●白紙ページを表示させる場合 
 

① 例として、「リスト総合案内ページ」をクリックします。 

 

 
② 既に入力されている文字列を全て削除します。そして、半角スペースを 1つ入力しま
す。 

 
 

③ 「変更を送信」ボタンをクリックします。 
④ 真っ白の状態で保存されていることを確認します。 
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メーリングリストの設定 ‒ 会員管理 

 
 
メーリングリストの会員のメールアドレスを登録します。 
 
① [会員管理...]をクリックします。 

 
 

 
項目名 説明 

退会 チェックを入れ、「変更を送信する」ボタンをクリックすると退会します。 

制限 制限会員（投稿できない（制限付き）会員）になります。 

隠れ会員 会員名簿でこの会員を表示しません。 

配送停止 自動処理により配送停止となった場合は、チェックが入ります。チェックを外し、
「変更を送信する」ボタンをクリックすると、配信が再開されます。 

受領 この会員からの投稿に確認通知を送信します。 

控え無 この会員からの投稿は、（メーリングリストの会員として登録されていても）配信
しないようにします。 

ダブリ無 この会員へは、（転送アドレスなどがメーリングリストの会員として登録されてい
た場合）重複して配信しないようにします。 

まとめ読み 投稿を一通ずつではなく、まとめて配信します。 

平文 「まとめ読み」の場合、メール添付ではなく、平文で配送します。 

 
変更後は、画面下の「変更を送信する」ボタンをクリックしてください。 
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メーリングリストの設定 ‒ 入会登録 

 
 
メーリングリストに入会（登録）するメールアドレスを登録します。 
 
① [会員管理...]をクリックします。 

 
 
② [まとめて入会登録]をクリックします。 
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③ 登録したいメールアドレスを一行ずつ入力し、ページ最下部の[変更を送信する]をクリックしま
す。 

 
 
※@の有無以外の入力チェックは実施されません。 
※行の中に,(カンマ)が含まれていた場合は、以降の文字列は改行の部分まで取り込まれません。 
 例）"hoge@hoge.co,jp" を入力していた場合、"hoge@hoge.co" として登録されます。 
 
「送信者フィルタ」のページにて、「新しく登録する会員のデフォルトを制限付き会員にします
か？」の項目を… 
 「はい」の場合、 
登録された会員は、「会員リスト」の画面上で「制限」にチェックが入っていることを確認してく
ださい。また、(制限なし)会員を登録する場合は、一度、制限付き会員として登録したのち、「会
員リスト」の画面にて当該メールアドレスの制限のチェックを外し、「変更を送信する」ボタンを
クリックしてください。 
 「いいえ」の場合、 
登録された会員は、「会員リスト」の画面上で「制限」にチェックが入っていないことを確認して
ください。 
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AutoSSL（無償 SSL 証明書）の発行と常時 SSL化の設定 

 
 
cPanel で管理しているドメインには、自動的にAutoSSL が適用され、常時 SSL化のサイトを開設
することができます。 
 
① [SSL/TLS Status]をクリックします。 

 
 
 
②  [Run AutoSSL]をクリックします。 
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AutoSSL が有効にならない（SSL証明書が発行されない）場合は、以下をご確認ください。 
 
AutoSSL は、ファイル認証を用いた、ドメイン認証タイプ（DV）の SSL 証明書です。そのた
め、以下の条件を満たさない場合は、SSL 証明書が発行されません。 
・当該ドメインのAレコードが、このサーバーに向いている（ドメイン名でアクセスできる） 
・ファイル認証に用いる、/.well-known/フォルダに、外部からアクセスできる（参照できる） 
 
そのため、 
・サーバー切り替え前は、SSL 証明書は発行されません。サーバー切り替え後（DNS浸透後）、
[Run AutoSSL]を実行してください。 
・WordPress などを設置しており、「.htaccess」ファイル等でリダイレクト設定をしている場合
は、ファイル認証に用いる「/.well-known/フォルダ」を除外してください。 
 
また、他サーバーにこの SSL 証明書を移設することはできません。 
 
チロロネットでは、AutoSSL をサポートしていません。また、お客さまやWordPress Toolkit
等にて設置された「.htaccess」ファイルの編集や、チロロネットによる「.htaccess」ファイル
の設置は行いません。 
 
チロロネットでは、メールアドレス認証やDNS認証に対応した、有償のドメイン認証タイプ
（DV）の SSL 証明書や、有償の組織認証タイプ（OV）の SSL 証明書を取り扱っております。
有償にて設置代行もいたしますので、ご検討ください。 
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SSL 証明書が発行された後、ウェブサイトの常時 SSL 化をする場合は、以下の設定が必要です。 
 
① [ドメイン]をクリックします。 

 
 
② 「Force HTTPS Redirect」をONにします。 

 
 


